
まえがき＝自動車軽量化の有効な手段として，アルミ板
や形材の利用が進められている。しかしアルミ材と鋼板
では特性が大きく異なるため，従来の鋼板の成形加工方法
そのままではうまくアルミ材に対処できない場合も多い。
　成形加工に関する課題を解決する上で，数値解析技術
の応用が有効である。特にアルミ板のプレス加工などで
は成形シミュレーションが広禊6000 系パネル材を供試材とした。

材料 Aは通常用いられる 6000 系材で，材料Bはこれを
100℃×10hの条件で促進時効させたものである（室温時
効の限界値相当）。またヘム加工試験は，短冊状の試験片
を用い，図 1に示す 3工程で行った。この際板の圧延方
向は曲げの子午線方向と一致させた。なお通常のヘム加
工はプレス成形後に行われるため，その影響を模擬して，
素材には試験前に 5％の予ひずみで栗
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